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佛
教
に
は
種
々
の
實
践
が
あ
る
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
三
學
、
す
な
わ
ち
戒
學

・
定
學

・
慧
學
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
乗

の
實

践

に
つ
い
て
い
え
ば
六
波
羅
蜜
に
牧
め
ら
れ
る
。
暉
定
は
、
三
學

の
中
で
は
定
學
、
六
波
羅
蜜
の
中
で
は
輝
定
波
羅
蜜
に
當
た
る
が
、
中

國

で
襲
展
し
た

「暉
」
は
、
三
學
の
中
の
定
學
や
、
六
波
羅
蜜

の
中
の
暉
定
波
羅
蜜
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
全
て
を
暉

定

の
う
ち
に
掻
取
す
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
徴
の

一
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
暉

の
特
徴

の
一
つ
を
初
期
の
段
階
で
明
示
し
た
の
が
何
澤
瀞
會

(六
八
四
～
七
五
八
)
で
あ
る
。
本
論

で
み
る
よ
う
に
、
肺

會

は
、
室
寂
な
る
心
を
定

の
本
膿
と
し
、
そ
こ
に
も
と
も
と
智
慧
が
且
ハわ

っ
て
い
て
、
そ
の
智
慧
が
自
ら
室
寂
な
る
心
を
知
る
と

い
う
。

こ
の
心

(定
)
と
智
慧
と
の
關
係
は
膿
用
關
係
で
論
じ
ら
れ
、
神
會
自
身
に
よ
っ
て

「定
慧
等
學
」
と
い
う
こ
と
ば

で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)

こ
の
構
造
は
神
會

の
最
も
基
本
的
な
主
張
命
題
と
な
る
。
こ
の
主
張
命
題
は
、
頓
悟
、
無
念
、
無
住
、
不
作
意
な
ど
、
彼
の
思
想
的
特
徴

を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
基
調
を
な
し
、
「ま
ず
妄
念
を
離
れ

(離
念
)、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
寛

の
智
慧
に
豊
醒
す
る
」
と
い
う
二
段
構

え

の
行
道

(漸
悟
)
へ
の
批
剣
、
す
な
わ
ち
北
宗
批
到
に
直
結
す
る
。
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無

住

是

寂

津

。

寂

浄

髄

、

『般

若

経
』

云

、

月
住

者

、
推

知

一識
無

住

心

日

す

な

わ

ち

、

無

住

と

は

寂

浮

(
11
寂
静
)

な

わ

っ
て

い
て
、

と

述

べ

て

い
る
。

ま

た
、

『金

剛

般

若

経

』

の

あ

り

、

「
而

生

其

心

」

と

は

、

こ
こ
で
は
、
心

(定
)
の
上
に
本
來
具
足
す
る
と
さ
れ
る
用
き
と
し
て
の
智
慧
に
つ
い
て
、
神
會
が
こ
れ
を
自
然
智

・
無
師
智
と
も
呼

(
2
)

ん
で
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
絞

っ
て
少
し
く
考
察
を
加
え
た
い
。

2

肺
會
思
想

の
基
本
構
造
ー

定
慧
等
學
と
の
關
連
i

ま
ず
、
神
會

の
主
張
命
題
で
あ
る
定
慧
等
學
と
い
う
基
本
構
造
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
絆
會
の
語
録
に
は
、
諸
所
に
こ
の
基

本
構
造
が
見
ら
れ
る
が
、
ひ
と
ま
ず

『南
陽
和
上
頓
敏
解
脱
暉
門
直
了
性
壇
語
』
(以
下
、
『壇
語
』)
〔
一
四
〕
に
お
け
る
次

の
く
だ
り
が

注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
示
す
も
の
は
、
そ
の

一
例
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
よ

っ
て
も

(
3
)

ほ
と
ん
ど
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ま
は

一
瞥
し
て
確
認
す
る
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

師
名
爲
定
。
從
髄
上
有
自
然
智
、
能
知

寂
浮
髄
、
名
爲
慧
。
此
日
{
慧
等
。

(中
略
)

「菩
薩
摩
詞
薩
、
慮
如
目
生
清
浮
心
、
不
慮
住
色
生
心
、
不
慮
住
聲
香
ロ
燭
法
生
心
、
雁
無
垣
住
而
生
某

心
。
慮
無

而
生
其
心
者
、
知
心
無
住
目

で
あ
り
、
寂
浮
た
る
禮
が

「定
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
寂
静
た
る
禮

の
上
に

「自
然
智
」
が
そ

こ
れ
に
よ

っ
て
寂
浮
た
る
燈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

「慧
」
と
い
う
と
し
、
こ
の
こ
と
を

「定
慧
等
」
と
い
う
、

「慮
無
所
住
而
生
且
ひ
心
」
を
引
い
て
、
「慮
無
所
住
」
(と
ら
わ
れ
が
な
い
)
と
は
、
「無
住
の
心
」
の
こ
と
で

マ
心
が
無
住
で
あ
る
と
知
る
こ
と
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
同
様
の
文
脈
は
、
『南
陽
和
爾
問
答
雑
徴
義
』



(以
下
、

『雑
徴
義

』
)
〔
石
井

本

五
〕

に
も

見

え

る
。

不
作
意
師
日
無

一芯
。
無

芯
膿
上
自
有
智

一叩
。
本
智
命
師
是
實
相
。
諸
佛
菩
薩
用
無
念
、
以
爲
解
脱
法
身
。
見
此
法
身
、
恒
沙
三
味

一

切
諸
波
羅
蜜
悉
皆
且
ハ足
。
…
…

(中
略
)
…
…
自
↑
室
寂
。
室
寂
艦
上
、
自
有

智
、
謂
知
以
爲
照
用
。
故

『般
若
経
』
云

「磨
無

所
住
而
生
甘
ひ心
」。
ー

智
之
用
。
但
莫
作
意
、
自
當
悟
入
。
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す
な
わ
ち
、
作
爲
し
な
い
こ
と
が
無
念
で
あ
り
、
無
念
た
る
禮
の
上
に
自
ず
か
ら
智
命
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
自
性
は
室
寂
で
あ
り
、

室
寂
な
る
艦
の
上
に
自
ず
か
ら
本
智
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も

『金
剛
般
若
経
』

の

「庶
無
所
住
而
生
且
ひ心
」
に
結
び

つ
け
て
、
「慮
無
所
住
」
と
は

「本
寂
の
禮
」
で
あ
り
、
「而
生
且
ひ
心
」
と
は

「本
智
の
用
」
で
あ
る
と
し
て
、
髄
用
論
で
そ
の
關
係
を
解

繹

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の

『雑
徴
義
』
〔石
井
本
二
四
〕
に
見
ら
れ
る
哲
法
師
と
の
問
答
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確
に
な
る
。

葱
法
師
問
。
云
何
是
定
慧
等
義
。
答
日
。
念
不
起
、
室
無
所
有
、
師
名
正
定
。
以
能
見
念
不
起
室
無
所
有
、
師
名
正
慧
。
若
得
如
是
、

即
定
之
時
是
慧
髄
、
即
慧
之
時
是
定
用
、
即
定
之
時
不
異
慧
、
即
慧
之
時
不
異
定
。
郎
定
之
時
即
是
慧
、
師
慧
之
時
師
是
定
、
即
定

之
時
無
有
定
。
即
慧
之
時
無
有
慧
。
何
以
故
、
性
自
如
故
。
是
名
定
慧
等
學
。

こ
こ
で
は
、
「定
慧
等
學
」
と

い
う
所
立

の
命
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
定
と
慧
と
の
各
定
義
が
示
さ
れ
、

の
關
係

で
論
じ
て
そ
の
相
師
が
説
か
れ
、
そ
の
理
由
を

「性

の
自
ら
如

(し
か
)
る
が
故
に
」
で
謹
明
し
、

て
定
義
し
結
ん
で
い
る
。

次
い
で
定
と
慧
と
を
膣
と
用

そ
れ
を

「定
慧
等
學
」
と
し
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定
慧
等
學
は
、
神
會
の
主
要
な
主
張

(無
住

・
無
念

・
不
作
爲

・
念
不
起

・
頓
悟

・
北
宗
批
判
な
ど
)
に

つ
な
が
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
棉
會
は
多
く
の
人
に
こ
の
こ
と
を
問
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
次
に

『雑
徴
義
』
〔
石
井
本
三
四
〕
に
見
ら
れ
る
王
維

と

の
問
答
を
み
て
み
よ
う
。

王
侍
御
問
、
「作
没
生
是
定
慧
等
」
。

即
是
定
慧
等
學
」。

和
上
答
、
コ
言
定
者
、
膿
不
可
得
。
所
言
慧
者
、
能
見
不
可
得
腱
、
湛
然
常
寂
、
有
恒
沙
巧
用
、

こ
こ
で
は
、
定
と
は
膿
が
不
可
得

で
あ
る
こ
と
、
慧
と
は
そ
の
不
可
得
の
謄
が
湛
然
と
し
て
常
寂
で
あ
り

つ
つ
、
恒
沙
の
巧
み
な
用
き
が

有

る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
髄
用
關
係
を
定
慧
等
學
と
い
う
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
『壇
語
』
〔
一
七
〕
で
は
、
定
と
慧

の
關
係
を
燈
と
火
の
關
係
に
喩
え
、
そ
の
髄
用
關
係
を
よ
り

一
層
明
確

に
し
て
い
る
。

経
云
、
「不
捨
道
法
、
而
現
凡
夫
事

(是
爲
宴
坐
)」
。
種
種
蓮
爲
世
聞
、
不
於
事
上
生
念
、
是
定
慧
讐
修
、
不
相
去
離
。
定
不
異
慧
、

(慧
)
不
異
定
、
如
世
閲
燈
光
、
不
相
去
離
。
師
燈
之
時
光
家
腱
、
師
光
之
時
燈
家
用
。
師
光
之
時
不
異
燈
、
即
燈
之
時
不
異
光
。

即
光
之
時
不
離
燈
、
即
燈
之
時
不
離
光
。
師
光
之
時
師
是
燈
、
師
燈
之
時
師
是
光
。
定
慧
亦
然
。
師
定

(之
)
時
是
慧
膿
、
師
慧
之

時
是
定
用
。
即
慧
之
時
不
異
定
、
師
定
之
時
不
異
慧
。
師
慧
之
時
即
是
定
、
即
定
之
時
郎
是
慧
。
印
慧
之
時
無
有
慧
、
即
定
之
時
無

有
定
。
此
即
定
慧
隻
修
、
不
相
去
離
。
後
二
句
者
。
是
維
摩
詰
職
然
直
入
不
二
法
門
庭
。

以

上

を

ま

と

め

る
と

、

「定

」

と

は

、
寂

静

(無

住
)
・
室
寂

の
膣

で
あ

る

か

ら

、

室

で
あ

っ
て
無

所

有

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
念

を

起

こ
し

て
得

ら

れ

る
も

の
で

は
な

い

(不
可
得
)
か

ら

、

念

不

起

な

ど

と

い
わ

れ

る
。

一
方

「
慧

」

は

、

こ

の
よ
う

な
燈

(
11
定
)

の
上

に
有



る
自
然
智

(本
智
)
に
よ

っ
て

「髄

(11
定
)
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
で
あ
り
、
定
が
髄
で
あ
る
の
に
封
す

る
巧
み
な

「用
き
」

で
あ

る
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
定
と
慧
と
の
關
係
を
膿
用
論
で
解
繹
し

(定
H
禮
、
慧
ー
用
)、
そ
の
相
即

が
論
じ
ら
れ
る
。
そ

し

て
、
こ
の
よ
う
な
髄
用

一
致

の
理
論
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
定
慧
の
相
師
關
係
を

「定
慧
等
學
」
と
し
て
い
る
。
如
上
、
瀞
會
の
定
慧
等

學
と

い
う
主
張
命
題
に
つ
い
て
、
お
お
ま
か
に
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

三

自
然
智

・
無
師
智
の
典
糠
に
つ
い
て
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で
は
、
不
可
得
な
る
寂
静

の
膿
を
知
る
智
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
肺
會
は
そ
の
智
慧
を
他
の
箇
所
で
は

「本
智
之
用
」
と

か

「般
若
」
な
ど
と
も
言

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
本
論
で
最
初
に
上
げ
た
引
文
に
見
え
る
自
然
智
が
、
聯
會
以
前

に
ど
の
よ
う
な
意
味

で
用

い
ら
れ
て
き
た
か
を
確
認
し
た

い
。

こ
れ
を
確
認
す
る
前
に
、
さ
き
に
み
た
引
文
以
外
で
、
棘
會
が
自
然
智
に
つ
い
て
鯛
れ
て
い
る
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

『雑
徴
義
』
〔
石
井
本
二
六
〕
の
志
徳
法
師
と
の
問
答
で
は
、
「生
死
を
捨
て
ず
し
て
浬
葉
に
入
る
、
是
れ
頓
悟
な
り
。
故
に
経
に
云
く

<自
然
智

・
無
師
智
有
り
〉
と
」
と
述
べ
て
、
自
然
智

・
無
師
智
を
碑
會
の
い
う
頓
悟
の
根
抵
と
し
て
い
る
。

自
心
從
本
已
來
室
寂
者
是
頓
悟
。
即
心
無
所
住
爲
頓
悟
。
存
法
悟
心
、

著
室
、
即
不
取
不
室
、
是
頓
悟
。
聞
説
我
、
不
著
我
、
郎
不
取
無
我
、

有
自
然
智
、
無
師
智
。

心
無
所
得
、
是
頓
悟
。
知

一
切
法
、
是
頓
悟
。
聞
説
室
、
不

是
頓
悟
。
不
捨
生
死
而
入
浬
桑
、
是
頓
悟

。
故

『経
』
云
、

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
押
會
は

「自
然
智

・
無
師
智
」
を
拉
べ
て
用

い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
を
経
文
の
引
用
と
し
て
上
げ
て
い
る
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箇
所
が
あ
る
。

『
雑
徴
義
』
〔石
井
本
四

一
〕
〈相
州
別
駕
馬
澤
問
〉

僧
家
自
然
者
、
衆
生
本
性
也
。
又

『経
』
云
、
「衆
生

(有
)
自
然
智

・
無
師
智
」
。
謂
之
自
然
。

『雑
徴
義
』
〔
石
井
本
四
七
〕
〈洛
陽
縣
令
徐
鍔
問
〉

『経
』
読
、
「衆
生
有
自
然
智
、
無
師
智
」。
若
衆
生
承
此
自
然
智
、
任
蓮
修
習
、
讃
寂
滅
法
得
成
佛
、
亦
遽
將
法
韓
教
化
衆
生
、
承

佛
教
化
、
得
成
正
覧
。

で
は
、
こ
の

「経
」
と
は
何
れ
の
経
で
あ
ろ
う
か
。
從
來
の
研
究
で
は
、
こ
の
典
振
を
次
に
あ
げ
る

『法
華
経
』
讐
喩
品
の

一
文
に
求

め
ら
れ
て
き
た
。

舎
利
弗
。
若
有
衆
生
。
内
有
智
性
。
從
佛
世
隼
聞
法
信
受
。
股
心勲
精
進
欲
速
出
三
界
。
自
求
浬
葉
。
是
名
聲
聞
乗
。
如
彼
諸
子
爲
求

羊
車
出
於
火
宅
。

若
有
衆
生
。
從
佛
世
隼
聞
法
信
受
。
股
心勲
精
進
求
自
然
慧
。
樂
猫
善
寂
深
知
諸
法
因
縁
。
是
名
辟
支
佛
乗
。
如
彼
諸
子
爲
求
鹿
車
出

於
火
宅
。

若
有
衆
生
。
從
佛
世
箪
聞
法
信
受
。
勤
修
精
進
。
求

一
切
智

・
佛
智

・
自
然
智

・
無
師
智

・
如
來
知
見

・
力

・
無
所
畏
。
患
念
安
樂

無
量
衆
生
。
利
盆
天
人
度
睨

一
切
。
是
名
大
乗
。
(大
正
藏
九

・
一
三
b
)



こ
こ
で
は
、
聲
聞
、
縁
畳
、
菩
薩
の
求
め
る
も

の
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
乗
の
菩
薩
が
求
め
る
も
の

と

し
て
、

一
切
智

・
佛
智

・
自
然
智

・
無
師
智
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
智
慧
は
神
會
の
言
う

よ
う

に
衆
生
が
も
と
も
と
有
し
て
い
る
智
慧
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
柿
會

の
引
用
す
る

「経
文
」
で
は
、
衆
生
に
こ
れ
ら
の
智

慧

が
有
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
『法
華
経
』

の
原
文
で
は
、
自
然
智

・
無
師
智
は
大
乗

の
菩
薩
が
求
め
る
ブ

ッ
ダ
の
智
慧
で
あ
り
、

(
4

)

佛

の
屡
性
と
し
て
の
智
慧
で
あ

っ
て
、
衆
生
が
も
と
も
と
具
え
て
い
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
『法

華
経
』
以
外
に
も
、

(
5
)

『般
若
経
』
類
な
ど
に
自
然
智
と
無
師
智
が
拉
ん
で
出
て
く
る
こ
と
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
衆
生
に
本
來
具
わ

っ
て
い
る
も

の

(
6
)

と

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
津
影
寺
慧
遠
の

『大
般
浬
葉
経
義
記
』
に
あ
る
次

の

一
文
で
あ
る
。

肺會の自然智 ・無師智について

此
之
佛
性
。
難
名
爲
室
。
艦
是
眞
心
。
心
是
寛
性
故
名
智
慧
。
古

翔

。
馬
鳴
論
中
説
爲
本
畳
。
(大
正
藏
三
七

・
八
二
四
a
)

華

・
』

云

、

一
切

ク
生
心

微

塵

中

、
有

無

師

智

・
無

医

智

.

す
な
わ
ち
、
佛
性
を
室
と
名
づ
け
る
が
、
そ
の
禮
は
眞
心
で
あ
り
、
こ
の
心
は
寛
性
で
あ
る
か
ら
智
慧
と
名
づ
け
る
と
し
、
『華
嚴
経
』

の
文

と
し
て
、

一
切
衆
生
心
微
塵
中
に
、
無
師
智

・
無
擬
智

・
廣
大
智
が
有
る
と
い

一
文
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は

「
一
切

衆

生
心
微
塵
中
」
に
有
る
も
の
と
さ
れ
、
神
會
の
引
い
た

「経
文
」
と
内
容
が

一
致
し
て
い
る
。
古
人
が

「経
に
云
わ
く
」
と
し
て
引
い

て
い
て
も
、
そ
れ
が
要
約

で
あ
る
こ
と
は
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
華
嚴
學

の
大
成
者
で
あ
る
賢
首
大
師
法
藏

(六
一二
五
～
七

三
〇
)
の

『大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
』
で
は
、
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華
嚴
性
起
中
。

一
切
衆
生
心
中
。
有
無
師
智

・
無
相
智
等
。
(大
正
藏
四
四
・
六
九
a
)



囎

と
し
て

『華
嚴
経
』
性
起
品
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

『華
嚴
経
問
答
』
(法
藏
の
眞
撰
で
は
な
い
が
)
で
も
、

騨會の自然智 ・無師智について

問
。
若
待
無
分
別
心
方
與
本
同
無
異
起
説
者
。
何
故
経
中
以
微
塵
経
巻
爲
喩
。
顯
示
於
衆
生
無
明
心
中
有
自
然
智

・
無
師
智
等
性
起

智
乎
。
答
。
垂

人
能
見
衆
生
性
起
法
。
故
如
是
読
。
有
何
妨
也
。
(大
正
藏
四
五
・
六

一
〇
c
)

と

し

て

、

あ

る

。

自
然
智

.
無
師
智
を
出
し
て
い
る
が
、
原
文
ど
お
り
で
は
な
い
。
こ
れ
に
相
當
す
る

『華
嚴
経
』
性
起
品

の
文
は
次

の
如
く
で

復
次
佛
子
。
如
來
智
慧
無
庭
不
至
。
何
以
故
。
無
有
衆
生
無
衆
生
身
。
如
來
智
慧
不
且
ハ足
者
。
但

ク
生
顛
倒
不
知
如

バ
智
。
遠
離
顛

倒
。
起

一
切
智

.
無
師
智

.
無
留
智
。
…
…

(中
略
)
…
…
彼
三
千
大
千
世
界
等
経
巻
。
在

一
微
塵
内
。

一
切
微
塵
亦
復
如
是
。
時

有

一
人
。
出
興
於
世
。
智
慧
聰
達
。
具
足
成
就
清
潭
天
眼
。
見
此
経
巻
在
微
塵
内
。
作
如
是
念
。
云
何
如
此
廣
大
経
巻
在
微
塵
内
。

而
不
饒
盆
衆
生
耶
。
我
當
勤
作
方
便
破
彼
微
塵
。
出
此
経
巻
饒
盆
衆
生
。
爾
時
彼
人
。
即
作
方
便
破
壊
微
塵
。
出
此
経
巻
饒
盆
衆
生
。

佛
子
。
如

バ
智
慧
。
無
相
智
慧
。
無
園
智
慧
。
具

在
於

ク
生
身
中
。
但
愚
療
衆
生
顛
倒
想
覆
。
不
知
不
見
不
生
信
心
。
爾
時
如
來
。

以
無
障
磯
清
浮
天
眼
。
観
察

一
切
衆
生
。
観
已
作
如
是
言
。
奇
哉
奇
哉
。
云
何
如
來
且
ハ足
智
慧
在
於
身
中
。
而
不
知
見
。
我
當
敏
彼

衆
生
。
畳
悟
聖
道
。
悉
令
永
離
妄
想
顛
倒
垢
縛
。
具
見
如
來
智
慧
在
其
身
内
。
與
佛
無
異
。
如
來
即
時
教
彼
衆
生
。
修
八
聖
道
。
捨

離
虚
妄
顛
倒
。
離
顛
倒
已
且
ハ如
來
智
。
與
如
來
等
饒
盆
衆
生
。
(東
苦

・
佛
駄
蹟
陀
羅
詳
六
十
巻
本

『華
嚴
経
』
性
起
品
、
大
正
藏
九

・
六

二
三
c
～
六
二
四
a
)

す
な
わ
ち
、
如
來
の
智
慧
は
至
る
所
に
あ
り
、

い
か
な
る
衆
生
に
も
如
來
の
智
慧
が
具
わ

っ
て
い
る
が
、
衆
生
は
顛
倒
し
て
い
て
そ
の
こ



と
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
顛
倒
を
遠
離
す
れ
ば
、

一
切
智

・
無
師
智

・
無
擬
智
が
起
こ
る
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
に
相
當
す

る
實
叉
難
陀
課

(六
九
九
年
詳
出
、
法
藏
も
課
場
に
参
席
し
て
い
た
)
の
八
十
巻
本

『華
嚴
経
』
で
は
、
「無
師
智
」
が

「自
然
智
」
と
繹
さ

(
7
)

れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
も
と
法
藏
の
師
で
あ
る
智
撮

(六
〇
二
～
六
六
八
)
が

『華
嚴
内
章
門
等
雑
孔
目
』

に
お
い
て
、

何
相
決
定
知
佛
境
界
。

四
七
c
)

謂
決
定
知
性
起
之
門
。
無
師
智
自
然
智
等
。
究
寛
眞
浮
能
示
群
生
。
是
決
定
知
佛
境
界
。
(大
正
藏
四
五

・
五

(
8
)

と

い
っ
て
、
性
起
品
に
読
か
れ
る
無
師
智
を
自
然
智
と
も
い
っ
て
い
る
こ
と
と
關
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
會

の
こ
ろ
に
は
、
無
師
智
と
自
然
智
は
同
義
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
多
く

は

『華
嚴
経
』
性
起

品

の
敏
説
を
背
景
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
南
嶽
慧
思
の
著
作
と
し
て
傳
え
ら
れ
て
い
る

『大
乗
止
観
法
門
』
に
も
、
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若
就
心
膿
法
界
用
義
以
明
覧
者
。
此
心
膿
具
三
種
大
智
。
所
謂
無
師
智

・
自
然
智

・
無
磯
智
。
是
寛
心
膿
本
具
此
三
智
性
。
故
以
此

心
爲
畳
性
也
。
是
寛
心
膿
本
且
ハ此
三
智
性
。
故
以
此
心
爲
寛
性
也
。
(大
正
藏
四
六

・
六
四
二
b
-
c
)

と
あ
り
、
無
師
智

・
自
然
智

・
無
擬
智
が
寛
性
と
し
て
の
心
膿
に
且
ハ有
す
る
智
と
し
て
列
墨
さ
れ
て
お
り
、
経
か
ら
の
引
用
と
は
し
て
い

な

い
に
せ
よ
、
自
然
智

・
無
師
智

・
無
擬
智
を
拉
記
し
て
い
る
以
上
、
『華
嚴
経
』
を
想
定
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、
『華
嚴
経
』
性
起
品
で
は
顛
倒
や
妄
想
を
離
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
智
慧
が
現
前
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
肺
會
は
室
寂
な

る
心
膣
を

「定
」
と
し
、
そ
の
用
き
を

「智
」
と
し
、
こ
の
智
を
慧
と
讃
み
換
え
て
し
ま

っ
て
定
と
慧

の
關
係
を
膿

と
用
の
關
係
で
捉
え

て
い
る
の
で
、
経
文

の
脈
絡
に
は
師
さ
な

い
。
そ
こ
で
、
経
文
に
封
し
て
、
脚
會
以
前
に
ど
の
よ
う
な
解
繹
が
な
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
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と

な

る
。

4

自
然
智

・
無
師
智
に
封
す
る
從
來
の
意
味
づ
け

『華
嚴
経
』
で
説
か
れ
る

一
切
智

・
無
師
智

・
無
擬
智
に
つ
い
て
、
聯
會

の
肚
年
期
に
圓
熟
期
を
迎
え
て
い
た
法
藏
が
ど
の
よ
う
に
解

(
9
)

繹

し
て
い
る
か
を
、
『華
嚴
経
』
に
封
す
る
彼
の
注
繹
書

『探
玄
記
』
で
み
て
み
よ
う
。

一
切
智
者
是
始
畳
智
。
無
師
智
者
是
本
覧
智
。
無
擬
智
者
是
始
本
無
二
智
。
(大
正
藏
三
五

・
四
一

c
)

法
藏
は
、

一
切
智
と
は
始
畳

の
智
、
無
師
智
と
は
本
寛
の
智
、
無
擬
智
と
は
始
寛
本
豊
無
二
の
智
の
こ
と
で
あ
る
と
解
繹
し
て
い
る
。

『起
信
論
』

の
思
想
を
持
ち
込
ん
で
い
る
が
、
重
黙
は
始
本
無
二
な
る
無
磯
智
に
置
い
て
い
る
。
肺
會

の
よ
う
に
自
然
智

・
無
師
智
を
無

(
10
)

定
義
に
持
ち
出
し
、
心
と
智
、
定
と
慧
に
置
き
換
え
て
輩
純
な
髄
用
論

で
論
じ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。

法
藏
の
弟
子
で
あ
る
浮
法
寺
慧
苑
は
、
そ
の
著

『績
華
嚴
経
略
疏
刊
定
記
』
に
お
い
て
、

或
顯
衆
生
於
生
死
夜
長
眠
。
無
所
開
毘
。
今
菩
薩
月
天
開
登
衆
生
菩
提
心
寳
。
或
開
襲
本
覧
智
寳
。
謂

一
切
智
自
然
智
無
擬
智
。
如

出
現
品
説
。
(卍
績
藏
三

・
七
九
b
)

と
述
べ
て
い
る
が
、
大
菩
薩
が
衆
生
に
菩
提
心
や

一
切
智

・
自
然
智

・
無
擬
智
と

い
っ
た
本
寛
の
智
を
開
獲
さ
せ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

る

の
み
で
あ
る
。
慧
苑
は
法
藏
よ
り
も
衆
生
に

「自
然
無
師
智
」
が
本
且
ハし
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
肺
會
の
主



張
命
題
と
は
構
造
が
異
な
る
。
神
會
は
あ
く
ま
で
も
自
心
中
に
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
に
重
鮎
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
心

の
中
に

眞
理
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
紳
會

の
生
き
た
時
代
を
ほ
ぼ
境
と
し
て
、
中
國
思
想
の
思
潮
を
築
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
別
に
論
じ
た
い
。

い
ま
は
、
そ
の
大
き
な
テ
ー

マ
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
、
神
會
が
ど
う

い
っ
た
共
通
認
識
を
背
後

に
置
き
、
そ
の
中
か
ら
攣
わ
り
ゆ
く
時
代
思
潮
の
中
で
如
何
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
獲
揮
し
て
い
た
か
を
見

て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
慧
が
定
膿
の
用
で
あ
る
と
す
る
の
も
、
法
藏

の
著
作
と
傳
え
ら
れ
る

『修
華
嚴
奥
旨
妄
蓋
還
源
観
』

に
、

経
云
。
　
羅
不
清
漂
。
三
昧
不
現
前
。
當
知
。
戒
爲
定
髄
。
慧
爲
定
用
。
三
學
圓
備
師
謹
菩
提
。
(大
正
藏
四
五

.
六
三
九
a
)

と
あ

っ
て
、
戒
を
定
の
髄
と
し
、
慧
を
定
の
用
と
し
て
お
り
、
神
會

の
圭
張
と
や
や
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
が
時
代
的
な
志
向
だ

っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
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5

結

量五
ロロ

 

紳
會
が
洛
陽
周
邊
で
活
躍
し
て
い
た
頃
、
長
安
で
は
法
藏
が
華
嚴
學
を
大
成
し
、
眞
言
密
敏
が
流
入
し
て
い
た
。

こ
の
頃
、
衆
生
の
心

艦
に
自
然
智

・
無
師
智
が
具
わ

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
特
に
柿
會
と
同
時
代
に
思
潮

の
先
端
を
憺

っ
て
い

た
華
嚴
學
を
脚
會
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
敏
學
の
枠
を
完
全
に
離
れ
て
自
己

の
悟
境
を
自
由
に
登
揮
で
き
る
環

境
が
揃
う
に
は
、
い
ま
暫
く
時
閲
が
必
要
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
瀞
會
は
自
己
の
主
張
を
明
か
す
際
に
も
、
從
來

の
教
理
學
で
培
わ
れ

て
き
た
解
繹
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
土
壼
と
し
て
新
た
な
解
繹
を
見
せ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
彼
の
主
張
に
は
、
從
來
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

『肇
論
』
や
三
論
宗

の
影
響

の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
本
質
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的
な
と
こ
ろ
で
華
嚴
の
性
起
思
想
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
華
嚴
學
を
憺
う
人
々
の
關
心
も
、
こ
の
頃
に
縁
起
思
想

中
心
か
ら
性
起
思
想
中
心

へ
と
主
題
が
攣
遷
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は

一
學
派
、

一
法
系
の
中
に
お
け
る
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
も

っ
と

大
き
な
時
代
思
潮
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

上
來
、
神
會
か
彼
の
主
張
命
題
で
あ
る

「定
慧
等
學
」
を
説
明
す
る
際
に
し
ば
し
ば
持
ち
出
す
自
然
智

・
無
師
智

の
語
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
が
從
來
の
研
究
で
は

『法
華
経
』
讐
喩
品
に
典
擦
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
に
封
し
、
當
時
の
共
通
認
識
か
ら
し
て
、
そ
れ
は

『華
嚴

経
』
性
起
品
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
、
自
然
智

・
無
師
智
が
姉
會
以
前
に
ど
の
よ
う
に
解
繹
さ
れ
て
い
た
か

を
若
干
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
。
今
後
、
肺
會
自
身
の
思
想
と
從
來
の
解
繹
と
が
、
如
何
に
關
わ
り
、
如
何
に
相
違
し
、
如
何
に
後

代

に
引
き
纏
が
れ
て
い
っ
た
か
を
、
暉

の
中

の
動
き

の
み
に
限
ら
ず
、
中
國
佛
教
の
、
更
に
言
え
ば
中
國
思
想
全
髄

の
流
れ
と
し
て
捉
え
、

明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註(
1
)

『脚
會

の
語
録

壇

語
』

(暉
文
化
研
究
所
唐
代
語
録
研
究
班
編
、

二

〇

〇
六
年

六
月
)

入

八
頁
。

「本

膿

室
寂
、

從

室
寂

燈
上

起

知
」

の
注
を
参

照
。

(
2
)

筆

者
は
暉
文
化

研
究
所

の

『敦
煙
寓

本

(肺
會
關
係
)
』

研
究

會

に
参
加

し
、

『南

陽
和

爾
問
答
雑
徴
義
』
、

『菩
提
達
摩
南
宗
定

是
非
論
』
、
『南
陽
和
上
頓
教
解
睨
琿
門
直
了
性
壇
語
』
、

『頓
悟
無

生
般
若
頒
』
、

『荷
澤
大
師

顯
宗
記
』
、

『洛
京
荷

澤
押
會
大
師

語
』

『南

宗
五
更
轄
雨
首
』

な
ど
を
輪
讃
す

る
中

で
、
神
會

の
思
想

を

學

ば
さ
せ
て
戴

い
た
。
前
注
書
も
同
研
究
會

の
成
果

で
あ
る
が
、

筆

者
自
身
は

『南
陽
和

尚
問
答
雑
徴
義
』

〔
石
井
本
二
四
〕
を
澹

當

し
た
際
、

そ
こ
に
出

て
く
る
定
慧
等
學

に
注
し
て
、
残
存
す

る

肺
會

の
語
録

類
に
表

れ
る
定
慧
等
學

の
思
想

に
つ
い
て
ま
と
め
、

そ

の
際

に
自
然
智

・
無
師
智

に

つ
い
て
も
、
脚
會

以
外

の
人

々
が

用

い
た
例
を
上
げ

て
考
察
し
た
が
、

こ
れ
は
未
刊
で
あ
る
。
當
論

文

で
は
、

そ
の
十
年
前

に
行

っ
た
研
究
會

の
場
で
検
討

し
た
内
容

を
も
と

に
、
少

々
手
を
加
え

て
ま
と
め
な
お
し
た
が
、
紙
幅

の
都

合
も
あ
り
、
前
注
書

で
報
告
さ
れ

て
い
る
内
容

を
委
細

に
讃

ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
既

に
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、

當
論
文

で
は
再
読

の
繁
を
避
け
る
こ
と
と
し
た
。
委
細

は
併

せ
て

同
書
を
参
照

さ
れ
た

い
。
た
だ
し
、
自

然
智

・
無
師
智

に
關
す

る

部
分

の
注
は
、
筆
者
が
研
究
會

に
参
加

す
る
以
前

に
検
討

さ
れ
た

原
稿

に
基
づ
く
た
め
、
筆

者

の
注
は
反
映

さ
れ
て
い
な

い
。

こ
こ

で
改
め

て
世
に
問
う

所
以

で
あ

る
。
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(
3
)

前
注
参
照
。

(
4
)

な

お
、

自

然

智

の

原

語

は

『法

華

経
』

の
文

に

よ

る

と

ω
<
翅
p
彊
窪

乱
冒
建

で
あ

る
。
「
他

に
依
存

し

な

い
自

立

的
な
智

慧
」

の
意
。

『法
華
経
』

に
お

い
て
自
然
智

は
佛

の
有
す

る
智
慧

と
さ
れ
る
が
、
無
師
猫
悟

の
た
め

の
智
慧
と
は
匿
別
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
無
師

猫
悟

の
智
慧

は
、

『法
華

経
』

で
は
自
然

慧
と

い
い
、
猫
毘
乗

が
求

め
る
智
慧
と

し
て
本
文
中

に
上
げ
た
讐
喩
品

の

一
文

に
出

て
い
る
と
お
り
、
匪
別

さ
れ
て
い
る
。
そ

の
鮎
は
、

和
會

も
善

知
識
に
親

近
す

る
こ
と

の
重
要
性
を
屡

々
唱
え

て
い
る

の
で
、
自

然
智

・
無
師
智

を
無
師
猫
悟

の
意
味

で
用

い
て
い
る
わ

け

で
は
な

い
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

(
5
)

『大
般
若

波
羅

蜜
多
経
』

巻

五
七
〇
、
第

六
分

卒
等
品

第
七

「
善
哉
善
哉

。
大

士
。
乃
能

涌
津
自

然
智
。
無

.
智

。
卒
等
智
。

無
師
智
。
大
悲
荘
嚴
」
(
大
正
藏

七

・
九

四
六

a
)

(
6
)

そ

の
た
め
、
從
來

の
研
究
で
は
、
肺
會

が
経
文

に
言
葉
を
添
加

し

て
文
意

を
攣

え
、

自
己

の
圭

張

を
示

し
た

と
さ

れ

て

い
る
。

「荷
澤

は
経

典

に
な

い
言
葉

を
添
加
し

て

い
る
場
合

が
あ

る
。
例

え
ば

「又
経

文
所
説
、
衆
生
有

自
然
智
無
師

智
」
(
第
三

八
節
)

と

い
う

。
自
然

智

無
師

智

は

『法

華

経
』

(大

正
藏

九
、

=
二

b
)

に
出

る
言
葉

で
あ
る
が
、
如
來
に

つ
い
て
説
く
言

で
あ
る
。

し
か

る
に
荷
澤
は

「
衆
生
」

の
二
字
を
添
加

し

て
し
ま

っ
て
、
衆

生

に
は
自
然
智
無
師
智
が
あ
る
と
す
る
。
佛
性
及
び
頓
悟

と
か
ら

ん
で
出

て
し
ま

っ
た
語
で
あ

ろ
う

が
、

(
…
中
略
…
)
齪
暴

な
言

で
あ

る
」

(鈴
木
哲
雄

「
『聯
會
語
録
』
引
用
経
論
を
通
し
て
見
た

何
澤

の
思
想
」
、

『印
佛
研
』
三
九
-

一
、

一
九
九
〇
年

一
二
月
)

(
7
)

『
八
十
華
嚴
』

「復
次
佛

子
。
如
來
智
慧
無
庭

不
至
。
何

以
故

。

無
一
衆
生
。
而
不
具
有
如
來
智
慧
。
但
以
ー

調
得
dlー

磯
智
。
則
得
現
前
。

…
…

(中
略
)

…
…
錐
復
量
等
大
千
世
界
。
而
全
住
在

一
微
塵
中
。

如

一
微
塵

。

一
切
微
塵
。
皆
亦
如
是
。
時
有

一
人
。
智
慧
明
達
。

具
足
成
就

清
浄

天
眼
。
見
此
経
巻
。
在
微
塵
内
。
於
諸
衆
生
。
無

少

利
盆
。
部
作

是
念

。
我
當
以
精
進
力
。
破
彼
微
塵
。
出
此
経
巻
。

令

得
饒

盆

一
切
衆
生

。
作
是
念
已
。
部
起
方
便
。
破
彼
微
塵
。
出

此
大
経
。
令

諸
衆
生

。
普
得
饒
盆

。
如
於

一
塵
。

一
切
微
塵
鷹
知

悉
然
。
佛
子
。如
ー

「

切

7
生
。
且
ハ

在
於

ク
生
身
中

。
但
諸
凡
愚

。
妄
想
執
著
。
不
知

不
寛
。
不
得
利
盆
。
爾
時
如
來

。
以
無
障
磯

。
清
浮
智
眼
。
普
観

法
界

一
切
衆
生
而
作

是
言
。
奇
哉
奇
哉

。
此
諸
衆
生
。
云
何

且
ハ有

如
來
智
慧
。
愚
凝
迷
惑
。
不
知

不
見
。
我
當
教
以

聖
道

。
令
其
永

離
妄
想
執
著
。
自
於
身
中
。
得

見
如
來
廣
大

智
慧

。
與
佛
無
異

。

即
教
彼
衆
生
。
修
習
聖
道
。
令

離
妄
想
。
離

妄
想

已
。
讃
得
如

來

無
量
智
慧
。
利
盆
安
樂

一
切
衆
生
」
(
大
正
藏

一
〇

・
二
七
二

c
)
。

ま

た
、

同
じ
く
、

『六
十
華

嚴
』

性
起
品

の

「佛

子
。
菩
薩
摩

詞

薩
。
成
就
如

是
等
功
徳
。
少
作

方
便
得
無

師
智
」

(大
正
藏
九

・

六

三
〇
b
)
は
、

『八
十
華

嚴
』

で
は

「佛

子
。
菩
薩
摩
詞

薩
。

成
就
如
是
功
徳
。
少
作
功
力
得
蜘

智
」
(大
正
藏

一
〇

・

二
七

八

a
)
と
課

さ
れ

て
い
る
。

(
8
)

な

お
、
智
巖
が

『華
嚴
内
章
門
等
雑
孔
目
』
を
著
し
た
時

に
は
、



124示申會の自然智 ・無師智について

既
に
玄
　

が
蹄
國

し
て
お
り
、
智
巌
は
同
書

で
し
ば
し
ば
薔
課
と

新
課

を
拉
記
す

る
こ
と

が
あ

る
。
浮
法
寺
慧
苑
は

『績

華
嚴
経
略

疏

刊
定

記
』

で

「無

師

と
は
梵

本

に
自

然

と
云

う
」

(
卍
績
藏

三

二

六
三

a
)
と
述

べ
て
い
る
。

(
9
)

法
藏

の
師

で
あ

る
至
相
大
師
智
臓
は

『捜
玄
記
』

で
自
然
智

・

無
師
智
を
解
繹
し

て
い
な

い
。

(
10
)

な

お
、
法

藏
は
、
自
然
智

は
功

用
を
待
た

な

い
と
し

て
い
る
。

「無
壼
智
者
照
用
無
限
故
。
自
然
智
者

不
待
功

用
故
」

(大
正
藏

三

五

・
四

一
四

a
)
。
自

然
智

が
功

用
を
待
た
な

い
と
し
た

の
は
、

嘉
鮮
大
師
吉
藏

(
五
四
九

～
六
二
三
)

が

『法
華
義
疏
』

で
、
前

の

『法
華
経
』
讐

喩
品
所
出

の
四
智

を
解
繹

し
て
、

「如

來
智
即

一
切
智
也
。
自
然
智
則
無
功
用
智
。
上
之
二
智
任

蓮
而
知

。
不
須

作
意
故
稻
自
然
。

…
…

(中
略
)
…
…
無
師
智
者
。
上
三
智
不
從

師
得

也
」

(
大
正
藏

三
五

・
四
八
六

b
)
と

い
っ
て

い
る

こ
と

を

以

て
も
わ
か

る
よ
う

に
、
既

に
佛
敏
界
に
お

い
て
基
礎

的
な
共

通

理
解
と
し

て
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
知

さ
れ
る
。
吉
藏

は
こ

こ
で
、
自
然
智
は
任
蓮

に
し

て
知
る
も

の
で
あ
り
、
作
意
を
も
ち

い
な

い
か
ら

「
自
然
」
と
稻
す
る

の
だ
と
言

っ
て

い
る
が
、
瀞
會

が

「
不
作
意
」

で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
可
得

な
る
艦
を
見

る
と

言

っ
て
い
る

の
も
、
こ

の
よ
う

な
解
繹

が
共

通
認
識
と

し
て
前
提

に
あ
り
、
禰
會

は
そ

の
上
に
自

説
を
開
陳

し
た
と
受
け
止

め
る
べ

き

で
あ
る
。


